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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 進捗確認（年度途中） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

学
び
に
向
か
う
力 

中学校まで一貫した授業スタン

ダードを確立する 

●学力向上のための津久野スタディスタンダード

に学校全体で取り組み，児童の実態に合わせた支

援を取り入れる 

[津久野スタディスタンダード]の取

り組みによる効果を検証する。 

全国学力テスト 

IRT調査 
年度末  

 

 

 

 

 

★津久野中学校と連携してタブレットの活用を中

心とした情報活用能力の推進に取り組む。 

児童の情報活用能力アンケートの肯

定評価が７０％以上。 

児童情報活用能力ア

ンケート 
年度末    

授

業

改

善 

算数を中心に，子どもの情意を重

視した問題解決的な学習を通し

て，主体的に考え表現する子ども

を育成する。また、家庭学習や朝

の学習時間を使って基礎学力の

向上をめざす。 

 

●昨年度の児童の実態より，数と計算の領域に絞

り，児童が意欲的に問題解決にのぞめる授業づく

りについて研修し，授業改善をすすめる。 

児童アンケート「算数の授業は好きで

すか」の肯定評価が75％以上。目標に

沿った研究授業をしている。 

児童アンケート 年度末  

 

 

 

 

 ●全学年で朝の学習に継続して取り組み，基礎計

算力の向上をはかる。 

●家庭への児童の学力の実態を伝え，自主学習や

やり直しなど家庭での学習に活かす。 

児童アンケート「算数の授業はよくわ

かりますか。」の肯定評価が75％以上。 

 

児童アンケート 

IRT調査 
年度末    

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心

の

教

育 

人権尊重を基礎とした教育を充

実させ、豊かな人間性を育成する 

●物事を最後までやり遂げる成就感，達成感を得

られるようにし，自尊感情を醸成する。 

「自分にはよいところがあると思う」

の質問に対して肯定的評価が８５パ

ーセント以上。 

全国学力テスト 

IRT調査 
年度末  

 

 

 

 

 ●人権尊重の精神に基づく教育活動を展開すると

ともに、子どもたちの主体的ないじめ防止活動を

推進する。いじめアンケートを毎学期実施し，い

じめの早期解決を図る。 

児童アンケート「学校は楽しい」の肯

定的評価が８５％以上。 
児童アンケート 年度末    

体

力

向

上 

生涯を通して健康・安全で活力の

ある生活を送るために，体力つく

りを大切にし，スポーツを愛する

子どもを育てる。 

運動量確保や筋力向上のため、授業での「サーキ

ットトレーニング」や「なわとびカード」を使用

しながら体力つくりに取り組む。 

体育の授業や体育的行事を通して，子

どもたちの体力ののびをみる。 

全国体力・運動能力，

運動習慣調査 

日々の体育授業 

年度末  

 

 

 

 

 

運動が好きで，自分から進んで体を動かそうとす

る子どもを育成する。 

「運動することが好きだ」で肯定評価

８０％以上。 

学校アンケート 

年度末    

地
域
協
働 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

学校情報の積極的な発信を行う

とともに、地域の中にある学校と

して、地域人材の力を借りながら

学校づくりを進める 

学校ホームページ、校報，tetoru等を活用し、教

育活動の発信に努める 
学校ＨＰを毎日更新する 実践報告 毎月  

 

 

 

 

 
地域人材を積極的に活用し、地域とともに歩む学

校づくりを推進する 

地域人材をゲストティーチャーとし

て招いたり、堺学に系統的に取り組ん

だりする 

実践報告 年度末    

★保幼小の交流、小中一貫教育の推進を行う 
保幼小の交流や小中相互の授業参観

を行う 
実践報告 年度末    

「確かな学び」の現状 

〇問題解決的な授業についての研修に取り組み，主体的に考える場を設定した授業を行い，「自分で計画を立てて勉強しているか」の項目の結果

が７６パーセントと昨年度に比べ上がっている。 

〇基礎学力については，年間を通して取り組んだ結果，定着してきた部分もあるが，学習から時間が空くと忘れてしまう傾向にあるため，学力の

定着と向上のためには，今後も継続していく必要性がある。 

〇読書に関しては次年度への課題が残る。特に，高学年のほうが自己評価が低く，校内でできる読書推進の取り組みを考える必要を感じる。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

○なかよし活動では，思いやりのある縦のつながりがある。 

○なかよし活動や各学級の実態に応じて、長縄などに意欲的に取り組めている。 

〇新体力テストの結果から，男女とも握力・立ち幅跳びで全国平均を上回った。(５年) 

〇「体育の授業でタブレットなどのICTを使ってできたりわかったりする」への肯定回答が６５％以上である。(５年) 

令和7年度 重点目標  

心豊かに，夢大きく，一人ひとりが輝く学校  ○安心・自信・夢をはぐくむ学校  ○「チーム力」を発揮し、地域とともに子どもを育てる学校 

  「つながる（子ども・保護者・教職員・地域がさまざまな場面でつながる）・・・安心」「つづける（生活習慣・学習習慣の形成）・・・自信」「つくる（主体的に生きぬく自分）・・・夢」 

校長より（年度末） 学校関係者評価者から（年度末） 

（様式⑦ 小中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

・「確かな学び」他者の意見を聴き自分の考えを広げたり深めたりすることができる子ども・「豊かな心」正しい人権意識を持って行動し，自他の良さを認め合うことができる子ども・「健やかな体」 

  心身の健康をはぐくみ，自他の生命を大切にできる子ども 

 


